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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像の注目画素と該注目画素を含む複数の周辺画素からなる所定領域に対して、前
記注目画素を通る複数本の境界線を設定し、各境界線の夫々に対して該境界線によって分
割される第１の領域と第２の領域とを設定する分割領域設定手段と、
　前記境界線毎に、第１の領域と第２の領域との輝度レベルの差を示す指標値を算出する
指標値算出手段と、
　前記指標値のうちの最大値を算出し、前記注目画素の平坦度として出力する平坦度算出
手段と、を備え、
　前記指標値算出手段が、境界線毎に、第１の領域の信号値の平均値と第２の領域の信号
値の平均値との差分値を算出し、該差分値を前記指標値とする画像処理装置。
【請求項２】
　ベイヤー配列の画像信号に対して、該画像信号の所定領域毎に各色成分間の画素値の混
合処理を行い、全画素を補間した補間画像を生成する補間画像生成手段を備え、該補間画
像を前記入力画像とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記第１の領域に含まれる画素と前記第２の領域に含まれる画素とが同数である請求項
１又は請求項２記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記第１の領域と前記第２の領域とが同形状である請求項３記載の画像処理装置。
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【請求項５】
　入力画像の注目画素と該注目画素を含む複数の周辺画素からなる所定領域に対して、前
記注目画素を通る複数本の境界線を設定し、各境界線の夫々に対して該境界線によって分
割される第１の領域と第２の領域とを設定する分割領域設定手段と、
　前記境界線毎に、第１の領域と第２の領域との輝度レベルの差を示す指標値を算出する
指標値算出手段と、
　前記指標値のうちの最大値を算出し、前記注目画素の平坦度として出力する平坦度算出
手段と、を備え、
　前記指標値算出手段が、境界線毎に、第１の領域の各画素と第２の領域の各画素とを対
応させ、対応する画素間の差分値の加重平均に基づいて前記指標値を算出する画像処理装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、注目画素における平坦度を出力する画像処理装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　画像における各画素のエッジの方向を判別することで、画像の構造的属性に基づいて画
像処理を適応的に実施することができるため、ノイズ除去に先立ってエッジの有無及びそ
の方向を判別する技術が知られている（例えば、特許文献１参照。）。
　特許文献１には、注目画素と注目画素を中心とする複数の周辺画素との差分絶対値和を
複数の方向毎に算出した複数評価値に基づいて、エッジの有無及びエッジの方向を判別す
る技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２９３４２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、高感度撮影画像において、低コントラストのエッジやテクスチャはノイ
ズの振幅と酷似しており、エッジが存在する領域における注目画素と複数の周辺画素との
差分絶対値和と、ノイズを含む平坦部（明瞭なエッジやテクスチャが存在しない領域）に
おける注目画素と複数の周辺画素との差分絶対値和には明確な差が出ない。このため、特
許文献１では高感度撮影画像において、所定の領域が平坦であるか否か、またその平坦の
度合いである平坦度を判定する平坦度判定の精度が低下する。
【０００５】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであって、ノイズによる振幅に影響され
ることなく平坦度判定の精度を向上させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明は以下の手段を提供する。
　本発明の一態様は、入力画像の注目画素と該注目画素を含む複数の周辺画素からなる所
定領域に対して、前記注目画素を通る複数本の境界線を設定し、各境界線の夫々に対して
該境界線によって分割される第１の領域と第２の領域とを設定する分割領域設定手段と、
前記境界線毎に、第１の領域と第２の領域との輝度レベルの差を示す指標値を算出する指
標値算出手段と、前記指標値のうちの最大値を算出し、前記注目画素の平坦度として出力
する平坦度算出手段と、を備え、前記指標値算出手段が、境界線毎に、第１の領域の信号
値の平均値と第２の領域の信号値の平均値との差分値を算出し、該差分値を前記指標値と
する画像処理装置を提供する。
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【０００７】
　本態様によれば、入力画像が入力されると分割領域設定手段が、入力画像の注目画素と
該注目画素を含む複数の周辺画素からなる所定領域に対して、注目画素を通る複数本の境
界線を設定し、境界線によって分割される第１の領域と第２の領域との２つの領域を境界
線毎に設定する。そして、指標値算出手段が、境界線毎に、第１の領域と第２の領域との
輝度レベルの差を示す指標値を算出する。そして、算出された複数の指標値の中から平坦
度算出部が最大値を算出し注目画素の平坦度として出力する。これにより、注目画素がエ
ッジ上に存在している場合、複数方向の境界線によって、ノイズによる振幅に影響される
ことなくエッジを検出し注目画素の平坦度判定の精度を向上させることができる。
【０００８】
　上記した態様において、ベイヤー配列の画像信号に対して、該画像信号の所定領域毎に
各色成分間の画素値の混合処理を行い、全画素を補間した補間画像を生成する補間画像生
成手段を備え、該補間画像を前記入力画像とすることが好ましい。
　このようにすることで、算出の際に色成分の情報を考慮することなく指標値を算出する
ことができ、後段の処理を単純化することができる。
【０００９】
　上記した態様において、前記第１の領域に含まれる画素と前記第２の領域に含まれる画
素とが同数であることが好ましい。
　このようにすることで、注目画素の平坦度判定の精度をより向上させることができる。
【００１０】
　上記した態様において、前記第１の領域と前記第２の領域とが同形状であることが好ま
しい。
　このようにすることで、注目画素の平坦度判定の精度をより向上させることができる。
【００１１】
　上記した態様において、前記指標値算出手段が、境界線毎に、第１の領域の信号値の平
均値と第２の領域の信号値の平均値との差分値を算出し、該差分値を前記指標値とする。
　このようにすることで、分割された各領域の信号値の平均値の算出により、ノイズの影
響も平均化され、低コントラストの構造物を含む領域に存在するノイズに比して微少なエ
ッジも検出できるようになるため、低コントラスト構造のある領域を平坦部と誤判定する
ことが少なくなる。
【００１２】
　本発明の他の態様は、入力画像の注目画素と該注目画素を含む複数の周辺画素からなる
所定領域に対して、前記注目画素を通る複数本の境界線を設定し、各境界線の夫々に対し
て該境界線によって分割される第１の領域と第２の領域とを設定する分割領域設定手段と
、前記境界線毎に、第１の領域と第２の領域との輝度レベルの差を示す指標値を算出する
指標値算出手段と、前記指標値のうちの最大値を算出し、前記注目画素の平坦度として出
力する平坦度算出手段と、を備え、前記指標値算出手段が、境界線毎に、第１の領域の各
画素と第２の領域の各画素とを対応させ、対応する画素間の差分値の加重平均に基づいて
前記指標値を算出する画像処理装置を提供する。
　このようにすることで、分割された各領域の構造物の情報が平均化されることなく注目
画素の平坦度判定の精度をより向上させることができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、ノイズによる振幅に影響されることなく平坦度判定の精度を向上させ
ることができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る画像処理装置の概略構成を示すブロック図である
。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る画像処理装置において、入力画像に対する処理領
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域を模式的に示した説明図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る画像処理装置において、分割領域設定部によって
設定される境界線及び境界線によって分割される領域の例を示す図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る画像処理装置において、分割領域設定部によって
設定される境界線及び境界線によって分割される領域の例を示す図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る画像処理装置において、分割領域設定部によって
設定される境界線及び境界線によって分割される領域の例を示す図である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る画像処理装置において、分割領域設定部によって
設定される境界線及び境界線によって分割される領域の例を示す図である。
【図７】本発明の第１の実施形態に係る画像処理装置において、分割領域設定部によって
設定された境界線に従って分割された領域中の画素を対応付けした例を示す図である。
【図８】本発明の第１の実施形態に係る画像処理装置において、入力画像における注目画
素の平坦度を出力する際の作用を示すフローチャートである。
【図９】本発明の第１の実施形態の変形例に係る画像処理装置の概略構成を示すブロック
図である。
【図１０】本発明の第１の実施形態の変形例に係る画像処理装置の補間画像生成部におけ
るフィルタの例を示す図である。
【図１１】本発明の第１の実施形態の変形例に係る画像処理装置の補間画像生成部におけ
るフィルタの例を示す図である。
【図１２】本発明の第２の実施形態に係る画像処理装置の概略構成を示すブロック図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
（第１の実施形態）
　以下に、本発明の第１の実施形態に係る画像処理装置について図面を参照して説明する
。
　図１に示すように、画像処理装置は、所定領域に対して二つの分割領域を設定する分割
領域設定部１１と、各分割領域の輝度レベルの差を示す指標値を算出する指標値算出部１
２と、注目画素の平坦度を出力する平坦度算出部１３を備えている。
【００１６】
　分割領域設定部１１は、入力画像の注目画素と該注目画素を含む複数の周辺画素からな
る所定領域に対して、注目画素を通る複数本の境界線を設定し、各境界線の夫々に対して
境界線によって分割される第１の領域と第２の領域とを設定する。
　より具体的には、分割領域設定部１１は、図２に示すように、まず入力画像Ｉに対して
注目画素を含む所定の領域である処理領域Ａを設定する。なお、図２では、入力画像に対
する処理領域Ａとして注目画素を中心とする９画素×９画素の矩形領域を設定しているが
、これに限られず円形や楕円形などを処理領域とすることもできる。
【００１７】
　続いて、分割領域設定部１１は、図３に示すように、設定された処理領域Ａに対して境
界線を設定し、境界線によって分割される第１の領域と第２の領域とを設定する。すなわ
ち、分割領域設定部１１は、注目画素を通る複数の境界線を設定する。図３の例では、注
目画素を通り、処理領域Ａを縦方向境界線Ｌ（図３（Ａ）、横方向境界線Ｗ（図３（Ｂ）
、斜め方向境界線Ｄ１，Ｄ２（図３（Ｃ），（Ｄ））に分割する４つの境界線に係る制御
情報を生成し、各境界線に対して夫々第１の領域と第２の領域とに係る制御情報を出力す
る。
【００１８】
　なお、図３の例では分割する間隔を１画素としているが、分割する間隔はこれに限られ
ず、図４のように距離を離して分割してもよい。また、図５に示すように、設定する境界
線が必ずしも直線である必要はなく、分割する方向も４方向に限らず変則的な分割も考え
られる。
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【００１９】
　指標値算出部１２は、分割領域設定部１１により境界線毎に設定された第１の領域と第
２の領域との輝度レベルの差を示す指標値を算出する。より具体的には、指標値算出部１
２は、入力画像Ｉに係る信号情報と分割領域設定部１１で生成された各制御情報に基づい
て、図６に示すように、第１の領域及び第２の領域との平均値の差分を指標値として算出
する。
【００２０】
　すなわち、図６（Ａ）に示すように、処理領域Ａを縦方向境界線Ｌによって分割された
一方の領域を第１の領域Ｐ１Ｌとし、他方の領域を第２の領域Ｐ２Ｌとする。これら各領
域の画素数をそれぞれＮ個とした場合、平均値ａｖｅｒａｇｅＰ１ＬとａｖｅｒａｇｅＰ
２Ｌとは、以下の式（１）及び式（２）から求めることができる。
　そして、式（３）に従って、ａｖｅｒａｇｅＰ１とａｖｅｒａｇｅＰ２との差分ｄｉｆ
Ｌを求め、これを処理領域Ａの縦方向境界線Ｌに対する指標値とする。
【００２１】

【数１】

【００２２】
　同様に、図６（Ｂ）～（Ｄ）に示すように、他の境界線、すなわち、横方向境界線Ｗ及
び斜め方向境界線Ｄ１，Ｄ２についても、各境界線に対して設定された第１の領域と第２
の領域との平均値間の差分ｄｉｆＷ，ｄｉｆＤ１，ｄｉｆＤ２を指標値として夫々算出す
る（式（４）～（１２））。
【００２３】



(6) JP 6184277 B2 2017.8.23

10

20

30

40

【数２】

【００２４】
　なお、上述した実施形態においては、各領域の平均値の差分を処理領域に対する指標値
としたが、これに限られず、分割された各領域間の絶対値差分の加算平均や、各領域間の
差分二乗の加算平均を指標値とすることもできる。
　分割された各領域間の絶対値差分の加算平均を指標値とする場合、図７（Ａ）に示すよ
うに、縦方向境界線Ｌによって分割された第１の領域Ｐ１Ｌに含まれる画素と第２の領域
Ｐ２Ｌに含まれる画素とをそれぞれ対応付けて、対応付けられた画素同士の絶対値差分の
加重平均を指標値とする。対応付けられた画素同士の絶対値差分の加重平均は、以下の式
（１３）に従って算出される。
【００２５】

【数３】

【００２６】
　図７（Ｂ）～（Ｄ）に示すように、他の境界線、すなわち、横方向境界線Ｗ及び斜め方
向境界線Ｄ１，Ｄ２についても、各境界線に対して設定された第１の領域に含まれる画素
と第２の領域に含まれる画素とを対応付け、対応付けられた画素同士の絶対値差分の加重
平均ｓＷ，ｓＤ１，ｓＤ２を各境界線に対する指標値として夫々算出する（式（１４）～
（１６））。
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【数４】

【００２７】
　各領域間の差分二乗の加算平均を指標値とする場合、図７（Ａ）に示すように、縦方向
境界線Ｌによって分割された第１の領域Ｐ１Ｌに含まれる画素と第２の領域Ｐ２Ｌに含ま
れる画素とをそれぞれ対応付けて（図７中、両領域間で矢印の方向に沿って各画素が対応
付けられていることとする）、対応付けられた画素同士の差分二乗の加算平均を指標値と
する。対応付けられた画素同士の差分二乗の加算平均は以下の式（１７）に従って算出さ
れる。
【００２８】
【数５】

【００２９】
　図７（Ｂ）～（Ｄ）に示すように、他の境界線、すなわち、横方向境界線Ｗ及び斜め方
向境界線Ｄ１，Ｄ２についても、各境界線に対して設定された第１の領域に含まれる画素
と第２の領域に含まれる画素とを対応付け、対応付けられた画素同士の差分二乗の加算平
均ｓＷ，ｓＤ１，ｓＤ２を各境界線に対する指標値として夫々算出する（式（１８）～（
２０））。

【数６】

　なお、各領域に含まれる画素の対応付けについて、図７において例示したが、差分を算
出する際の画素の対応付けはこれに限られない。例えば、線対称となる位置の画素同士を
対応付けることができるほか、点対称となる位置の画素同士を対応付けても良い。
【００３０】
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　平坦度算出部１３は、指標値算出部１２により算出された複数の指標値のうちの最大値
を算出し、この最大値を注目画素の平坦の度合いを示す平坦度として出力する。なお本明
細書では、平坦度とは、入力画像の画素毎に算出されるものであり、注目画素を含む領域
が平坦である度合いを示すものである。注目画素を含む領域の平坦度が低い場合には、注
目画素の周辺にエッジがない（または少ない）と判断することができる。一方、平坦度が
高い場合には、当該注目画素が平坦である度合いが低く、細かいテクスチャ等の模様やエ
ッジがあると判断することができる。
【００３１】
　続いて、このように構成された画像処理装置の作用について図８のフローチャートに従
って、説明する。なお、以下の説明においては、入力画像に対する処理領域Ａとして注目
画素を中心とする９画素×９画素の矩形状の領域を設定し、処理領域Ａに対して、４つの
境界線（図３等における縦方向Ｌ、横方向Ｗ、対角線（斜め）方向２方向）を設定する例
について説明する。図３に示すように、各境界線で分割される第１の領域と第２の領域と
が同形状であり、且つ、第１の領域に含まれる画素と第２の領域に含まれる画素とが同数
となっている。
【００３２】
　本実施形態に係る画像処理装置によって入力画像における各画素の平坦度を出力するた
めに、ステップＳ１１において、入力画像のうち、処理対象となる領域を設定する。具体
的には、分割領域設定部１１が、注目画素を中心とする９画素×９画素の矩形領域を処理
領域として設定する。次のステップＳ１２において、注目画素を通る複数本の境界線を設
定し、各境界線に対して境界線によって分割される第１の領域と第２の領域とを夫々設定
する。本実施形態においては、図３に示すように、縦方向Ｌ、横方向Ｗ、対角線（斜め）
方向２方向の系４本の境界線を設定する。
【００３３】
　次のステップＳ１３では、設定した境界線によって分割される第１の領域と第２の領域
との輝度レベルの差を示す指標値を算出する。ここでは、境界線毎に第１の領域に含まれ
る画素の信号値の平均値と第２の領域に含まれる画素の信号値の平均値との差分を、その
境界線に対する指標値として算出する。指標値の算出を全ての境界線に対して行い、ステ
ップＳ１４で、全ての境界線に対する指標値の算出が終了したと判断された場合に、次の
ステップＳ１５に進む。
【００３４】
　続いて、ステップＳ１５において、先のステップＳ１３において算出した指標値の中か
ら最大値を算出し、ステップＳ１６において、この最大値を注目画素の平坦の度合いを示
す平坦度として出力する。
【００３５】
　このように、本実施形態によれば、入力画像の注目画素と該注目画素を含む複数の周辺
画素からなる所定領域に対して、注目画素を通る複数本の境界線を設定し、境界線によっ
て分割される第１の領域と第２の領域との２つの領域を境界線毎に設定する。そして、境
界線毎に、第１の領域と第２の領域との輝度レベルの差を示す指標値を算出し、算出され
た複数の指標値の中から平坦度算出部が最大値を算出し注目画素の平坦度として出力する
。これにより、注目画素がエッジ上に存在している場合、複数方向の境界線によって、ノ
イズによる振幅に影響されることなくエッジを検出し注目画素の平坦度判定の精度を向上
させることができる。
【００３６】
　なお、入力画像がベイヤー配列の画像信号などの、各画素において特定の色成分が欠落
する撮像素子により撮像された画像信号である場合には、このような画像信号に対して、
所定のフィルタを用いて補間処理を行うことが好ましい。すなわち、図９に示すように、
画像信号を補間するための補間画像生成部１４を別途設け、特定の色成分が欠落した画像
信号に対して、所定領域毎に各色成分間の画素値の混合処理を行い、全画素を補間した補
間画像を生成する。
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　具体的には、特定の色信号に対して、例えば図１０や図１１に示すフィルタによるフィ
ルタ処理を行い後段の処理に使用される入力画像としての補間画像を生成する。なお、フ
ィルタ係数やフィルタサイズは適宜設定することができる。
　そして、この補間画像を入力画像として、分割領域設定部１１において処理領域、境界
線、分割領域の設定を行うと共に、指標値算出部１２において指標値の算出を行う。この
ようにすることで、算出の際に色成分の情報を考慮することなく指標値を算出することが
できるので、後段の処理を単純化することができる。
【００３８】
　このように特定の色成分が欠落した画像信号に対して補間画像を生成し、これを入力画
像とすることで、算出の際に色成分の情報を考慮することなく指標値を算出することがで
きるので、後段の処理を単純化することができる。
【００３９】
（第２の実施形態）
　上記した実施形態においては、輝度画像又は各色成分間の画素値の混合処理を行い、全
画素を補間した補間画像を入力画像として処理する例について説明した。本実施形態にお
いては、ベイヤー配列の画像信号などの、各画素において特定の色成分が欠落する撮像素
子により撮像された画像信号である場合において、補間画像を生成することなく、特定の
色成分が欠落した画像信号を処理する例について説明する。
【００４０】
　本実施形態における画像処理装置は、図１２に示すように、画像信号における各画素の
色成分を判定する色成分判定部１５を備えている。また、以下の説明において、上記した
第１の実施形態と同一の構成については同符号を付し、その説明を省略する。
【００４１】
　分割領域設定部１１は、入力画像としての特定の色成分が欠落した画像信号における注
目画素と該注目画素を含む複数の周辺画素からなる所定領域に対して、注目画素を通る複
数本の境界線を設定し、各境界線の夫々に対して境界線によって分割される第１の領域と
第２の領域とを設定し、これらについての制御情報を出力する。
【００４２】
　色成分判定部１５は、入力された画像信号の色成分を判定して制御情報として出力する
。本実施形態において、画像信号の色成分はＲＧＢとする。
　指標値算出部１２は、画像信号と分割領域設定部１１及び色成分判定部１５において生
成された制御情報に基づいて、境界線毎に設定された第１の領域と第２の領域との輝度レ
ベルの差を示す指標値を算出する。以下、処理領域Ａが図３のように、縦方向境界線Ｌ（
図３（Ａ）、横方向境界線Ｗ（図３（Ｂ）、斜め方向境界線Ｄ１，Ｄ２（図３（Ｃ），（
Ｄ））に分割する４つの境界線によって分割される場合であって、色成分毎に算出された
平均値の差分を、全色分加算した差分和平均を指標値として算出する例について説明する
。
【００４３】
　指標値算出部１２は、縦方向境界線Ｌに分割する境界線によって分割された一方の領域
を第１の領域Ｐ１Ｌ、他方の領域を第２の領域Ｐ２Ｌとし、各領域内の色成分Ｒ，Ｇ，Ｂ
毎の平均値を求める。次に各領域間のＲ，Ｇ，Ｂ毎の平均値の差分を求める。その平均値
を加算したものを指標としている。なお、Ｒ成分の個数をＮＲ個、Ｇｒ成分の個数をＮＧ

ｒ個、Ｇｂ成分の個数をＮＧｂ個、Ｂ成分の個数をＮＢ個とする。
　Ｐ１Ｌ領域のＲ成分，Ｇｒ成分，Ｇｂ成分，Ｂ成分の平均値ａｖｅｒａｇｅＰ１ＬＲ，
ａｖｅｒａｇｅＰ１ＬＧｒ，ａｖｅｒａｇｅＰ１ＬＧｂ，ａｖｅｒａｇｅＰ１ＬＢ，は、
以下の式（２１）～（２４）に従って算出される。
【００４４】
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【数７】

【００４５】
　同様にして、Ｐ２Ｌ領域のＲ成分，Ｇｒ成分，Ｇｂ成分，Ｂ成分の平均値ａｖｅｒａｇ
ｅＰ２ＬＲ，ａｖｅｒａｇｅＰ２ＬＧｒ，ａｖｅｒａｇｅＰ２ＬＧｂ，ａｖｅｒａｇｅＰ
２ＬＢ，を求め、両領域の平均値から色成分毎に平均値の差分ｄｉｆＬＲ，ｄｉｆＬＧｒ

，ｄｉｆＬＧｂ，ｄｉｆＬＢを算出する（式（２５）～（２８）参照）。
【００４６】

【数８】

【００４７】
　色成分毎の平均値の差分ｄｉｆＬＲ，ｄｉｆＬＧｒ，ｄｉｆＬＧｂ，ｄｉｆＬＢを加算
して差分和平均を算出し（式（２９））、これをこの縦方向境界線Ｌに対する指標値とす
る。
【００４８】
【数９】

【００４９】
　同様に、図３に示すように、他の境界線、すなわち、横方向境界線Ｗ及び斜め方向境界
線Ｄ１，Ｄ２についても、各境界線に対して設定された第１の領域と第２の領域との色成
分毎の差分和平均を指標値として夫々算出する。
　平坦度算出部１３は、指標値算出部１２により算出された複数の指標値のうちの最大値
を算出し、この最大値を注目画素の平坦の度合いを示す平坦度として出力する。
【００５０】
　なお、色成分毎の差分和平均のほか、領域間の色成分毎の絶対値差分の加算平均や差分
二乗の加算平均を指標値とすることもできる。
　絶対値差分の加算平均の場合は、以下のように算出される。縦方向境界線Ｌに分割する
境界線によって分割された一方の領域を第１の領域Ｐ１Ｌ、他方の領域を第２の領域Ｐ２
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Ｌとすると、第１の領域Ｐ１Ｌと第２の領域Ｐ２Ｌとの間で同色同士の絶対値差分の加算
平均を求める。例えば、Ｒ成分は、下記の式（３０）に従って算出される。
【００５１】
【数１０】

【００５２】
　この計算を全ての色成分に対して行い、Ｒ，Ｇｒ，Ｇｂ，Ｂの絶対値差分の加算平均ｄ
ｉｆ＿ａｖｅｒａｇｅＰＬＲ，ｄｉｆ＿ａｖｅｒａｇｅＰＬＧｒ，ｄｉｆ＿ａｖｅｒａｇ
ｅＰＬＧｂ，ｄｉｆ＿ａｖｅｒａｇｅＰＬＢを算出する。
　そして、これら絶対値差分の加算平均の和を算出し、絶対値差分の加算平均和であるｄ
ｉｆ＿ｓｕｍをその境界線に対する指標値として算出する。
【００５３】
　ｄｉｆ＿ｓｕｍ＝ｄｉｆ＿ａｖｅｒａｇｅＰＬＲ＋ｄｉｆ＿ａｖｅｒａｇｅＰＬＧｒ＋
ｄｉｆ＿ａｖｅｒａｇｅＰＬＧｂ＋ｄｉｆ＿ａｖｅｒａｇｅＰＬＢ

【００５４】
　差分二乗の加算平均の場合は、以下のように算出される。縦方向境界線Ｌに分割する境
界線によって分割された一方の領域を第１の領域Ｐ１Ｌ、他方の領域を第２の領域Ｐ２Ｌ
とすると、第１の領域Ｐ１Ｌと第２の領域Ｐ２Ｌとの間で同色同士の差分二乗の加算平均
を求める。例えば、Ｒ成分は、下記の式（３１）に従って算出される。
【００５５】
【数１１】

【００５６】
　この計算を全ての色成分に対して行い、Ｒ，Ｇｒ，Ｇｂ，Ｂの絶対値差分の加算平均ｄ
ｉｆ＿ｓｑｒｔ＿ａｖｅｒａｇｅＰＬＲ，ｄｉｆ＿ｓｑｒｔ＿ａｖｅｒａｇｅＰＬＧｒ，
ｄｉｆ＿ｓｑｒｔ＿ａｖｅｒａｇｅＰＬＧｂ，ｄｉｆ＿ｓｑｒｔ＿ａｖｅｒａｇｅＰＬＢ

を算出する。
【００５７】
　そして、これら差分二乗の加算平均の和を算出し、差分二乗の加算平均の和であるｄｉ
ｆ＿ｓｑｒｔ＿ｓｕｍをその境界線に対する指標値として算出する。
　ｄｉｆ＿ｓｑｒｔ＿ｓｕｍ＿＝ｄｉｆ＿ｓｑｒｔ＿ａｖｅｒａｇｅＰＬＲ＋ｄｉｆ＿ｓ
ｑｒｔ＿ａｖｅｒａｇｅＰＬＧｒ＋ｄｉｆ＿ｓｑｒｔ＿ａｖｅｒａｇｅＰＬＧｂ＋ｄｉｆ
＿ｓｑｒｔ＿ａｖｅｒａｇｅＰＬＢ

【００５８】
　このように、特定の色成分が欠落した画像信号に対して、各色成分間の画素値の混合処
理等の補間処理を行わずに、当該画像信号から直接的に平坦度を算出するので、特定の色
成分の画素値の分布に関する情報を劣化させることなく、高精度の平坦度を算出すること
ができる。
【符号の説明】
【００５９】
　１１　分割領域設定部
　１２　指標値算出部
　１３　平坦度算出部
　１４　補間画像生成部
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　１５　色成分判定部
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